
1.発生動向 3．新型コロナウイルス感染症の段階適用状況
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週
間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基
準と照らし合わせて評価してください。
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４.栗原支所より

前週 0 10/1～10/3

対応状況 〇 ー ー
大崎保健所　栗原支所　疾病対策班

☎0228-22-2117　📠0228-22-7595
HP:https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nh-khhwfz/ktindex.html

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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【 全数報告疾病 】
3類：腸管出血性大腸菌感染症

男性１名 ※全数報告疾病 すべての医師から届け出が必要な疾病

【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より減少しています。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より減少しています。

• 感染性胃腸炎は前週より増加しています。

【 集団発生情報 】

保育所において、手足口病の集団発生がありました。PPE

等の必要物品の在庫確認・補充、平時からの感染対策（手洗

い、手指消毒、換気、PPE着用等）について再確認しましょう。

【 感染症コラム ～B型肝炎～ 】
• B型肝炎はB型肝炎ウイルスが血液などの体液を介して体

内に入り、肝臓に感染する疾患です。

• 出生時または乳幼児期に感染した場合は持続感染となり

ます。ウイルスに対する抵抗力をもつことで肝炎を発症し、

最終的に肝機能正常の無症候性キャリアへ移行します。

• 成人になってからの感染では、持続感染となることはまれ

です。

• 予防は感染経路を遮断することです。他人の血液には触

れない事が重要ですが、ワクチン接種も有効です。

新型コロナウイルス感染症の確保病床について、令和5年10月から国の基準に基づき、在院

者数に応じた本県の段階（0～Ⅲ）を定め、段階に応じて即応病床数を設定しています。それに

伴い、今週分から表記を変更しました。


